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429,000 円

429,000 円

257,358 円

256,000 円

229,761 円

229,000 円

　地域の防災力の向上と防災意識の高揚を図るため、指定避難所
に防災テントや段ボールベット等を配置し、防災士会会員や指定避
難所の管理責任者を対象に使用方法の研修会を実施した。

事業評価・今後の活動の見通し
　指定避難所に防災テント等を配置し、防災士会会員や指定避難
所の管理責任者を対象に研修会を実施したことによって、使用方
法を周知することができた。併せて、避難者のプライバシーを守る
一助となることができた。今後も各町内会等の自主防災訓練時に
PRを行い、地域の防災力の向上と防災意識の高揚を図っていきた
い。

事　 業　 費

補 助 金 額

牧区

№01 自主防災活動支援事業

地域の安全・安心 牧区防災士会

事 業 概 要

№02 「うたって・おどって・みて」楽しい暮らしを応援事業

まちづくりの推進 牧文化協会

事 業 概 要
　学ぶことの楽しさや続ける喜びを伝え、健やかな牧区の暮らしを
支援するため、牧文化協会設立30 周年記念となる「夢まつり」を実
施し、作品展や芸能発表を通してこれまでの歩みを振り返った。

事業評価・今後の活動の見通し
　「夢まつり」を開催したことで、文化活動の楽しさを地域住民に伝
えることができた。さらに、アルバムやフォトブック、DVDを用いて
「夢まつり」の様子を記録したことで、より多くの方から楽しんでいた
だくことが可能になった。今後も地域の皆さんが求めているテーマ
について研究を重ねるとともに、文化活動を通して地域の交流や
元気づくりの場を維持していきたい。

事　 業　 費

事 業 概 要
　レストハウス「けやき」前の荒廃地を沖見地区の観光拠点とする
ことを目的に、コスモスや紫陽花の植栽、遊歩道の整備を行い、ふ
るさと村の利用促進を図った。

事業評価・今後の活動の見通し
　前年度に引き続きふるさと村にコスモスを植栽したり、展望台へ
の散策道に紫陽花を植栽したことで、知名度が上がり訪れる方が
さらに増加した。今後も事業を継続するとともに、遊歩道の散策
ルートの延長や花畑を活用したイベントの開催、SNSを活用して事
業のPRを図りたい。 事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№03 沖見地区観光拠点づくり事業

観光振興 レストハウス「けやき」周辺整備の会
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486,501 円

436,000 円

847,847 円

680,000 円

480,500 円

332,000 円

№04 宮口古墳花ロード活動事業

環境保全・景観形成 宮口古墳花の会

事 業 概 要
　地域に広く活用される憩いの場を目指すため、宮口古墳群に円
形花壇の造成や遊歩道の整備を行うとともに、花の植栽イベントを
開催した。また、古墳文化の知識を高めるため、「宮口古墳と宮口
の人々講習会」を開催し、古墳の発掘や資料館に保存されている
出土品等について学んだ。

事業評価・今後の活動の見通し
　宮口古墳群の入口に円形花壇を造成したり、遊歩道を整備したこ
とによって、写真を撮影する人や親子連れで遊ぶ姿が見られ、憩
いの場としての価値観が高まった。また、花の植栽イベントを開催
した際、子どもたちの参加によって事業が活性化することを実感し
た。今後も若い世代を取り込んだ活力のある事業を計画していきた
い。

事　 業　 費

事 業 概 要
　無数のLEDライトを用いて棚田を幻想的に灯すイベント「棚田のき
らめき」開催にあたり、来場者が安全で快適に楽しむことができる
環境を整えるため、駐車場を造成し、観賞用の椅子やテーブルを
設置した。

事業評価・今後の活動の見通し
　イベントの開催にあたり駐車場を造成したことで、夜間における危
険な路上駐車を回避し、安全なイベント運営を図ることができた。ま
た、棚田テラスへ椅子やテーブル等を設置したことによって、観賞
ムードを盛り上げ、イベントのグレードアップにつながった。今後も
夜間の開催であることを考慮して安全なイベント運営に務めるとと
もに、コンセプトである「静寂の中のきらめき」を演出する工夫を追
求していきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№05 「棚田きらめき」の駐車場造成事業

まちづくりの推進 泉町内会

№06 川上　山里の風プロジェクト

まちづくりの推進 川上地区協議会

事 業 概 要
　地域住民がほっと一息つける時間と空間を提供するとともに、山
間地の現状と魅力を区外へ広く発信するため、国登録有形文化財
である川上会館で「川上　山里の風コンサート」を開催した。

事業評価・今後の活動の見通し
　川上　山里の風プロジェクトの目的である「地域の一人一人の暮
らしを守り、地域の活力を維持すること」、「山間地の現状と魅力を
広く発信して共感を得ること」を達成できた。今後も事業を継続し、
国登録有形文化財「川上会館」でしか味わえないコンサートを創り
出すことで、目的の達成に向けて取り組んでいきたい。 事　 業　 費

補 助 金 額
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1,018,114 円

1,000,000 円

1,001,414 円

957,000 円

事 業 概 要
　牧区で暮らす人々が冬期間も安心して生活できるように、除雪機
を活用して自力で除雪が困難な世帯に幅広く支援を行った。

事業評価・今後の活動の見通し
　依頼があった世帯の玄関前除雪を行ったことで、居住者の生活
道を確保し、冬期間も牧区で安全に暮らす一助となることができ
た。また、シーズン前に除雪に関する相談を受けたことで、相談者
へのアドバイスや関係機関との連携を図ることができた。来年度以
降も事業を続け、継続性のある事業の構築を図っていきたい。 事　 業　 費

補 助 金 額

№07 地域づくり活性化事業

まちづくりの推進 NPO法人牧振興会

№08 地域の活性化促進事業

まちづくりの推進 牧区地区協議会連絡会議

事 業 概 要
　子どもから高齢者まで幅広い年代層を対象とする「まき深山のと
もしび」を開催したことによって、地域の活性化や持続可能な発展
につなげ、地域外への情報発信を図った。

事業評価・今後の活動の見通し
　地区毎で雪灯籠や雪像の創意工夫を凝らし、「まき深山のともし
び」を開催したことで、雪国の一夜限りのイベントを演出することが
できた。また、区外から来られた方々に牧区の一体感を広くアピー
ルすることができた。今後も牧区の個性を出していくことを考えなが
ら実施していきたい。 事　 業　 費

補 助 金 額
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